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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成 24 年 7 月 5 日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしました

ので、お知らせいたします。 
記 

（金額の単位：百万円） 

平成 25 年５月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 24 年６月１日～平成 24 年 11 月 30 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
1 株 当 た り

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 ( A ) 1,280 △ 10 △ 10 △ 12 △ 3.89
今 回 修 正 予 想 ( B ) 972 △ 75 △ 71 △ 72 △23.48
増 減 額 ( B - A ) △ 307 △ 65 △ 61 △ 60  

増 減 率 ( % ) △ 24.0 － － －  

（ご参考）前期第2四半期実績 
（ 平 成 2 4 年 5 月 期 第 2 四 半 期 ） 1,049 △ 28 △ 22 △ 68 △ 22.22

（注）当社は、平成 24 年 12 月１日を効力発生日として、１株につき 100 株の割合で株式分割をおこなっておりますので、
前連結会計年度の期首に当該株式分割がおこなわれたと仮定して１株当たり四半期純利益等を算出しております。 

平成 25 年５月期第２四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成 24 年６月１日～平成 24 年 11 月 30 日） 

 売 上 高 経 常 利 益 四 半 期 純 利 益 
1 株 当 た り

四 半 期 純 利 益

 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 ( A ) 1,280 △ 10 △ 12 △ 3.89
今 回 修 正 予 想 ( B ) 973 △ 63 △ 64 △ 20.93
増 減 額 ( B - A ) △ 306 △ 53 △ 52  

増 減 率 ( % ) △ 24.0 － －  

（ご参考）前期第2四半期実績 
（ 平 成 2 4 年 5 月 期 第 2 四 半 期 ） 1,049 △ 22 △ 69 △ 22.54

（注）当社は、平成 24 年 12 月１日を効力発生日として、１株につき 100 株の割合で株式分割をおこなっておりますので、
前会計年度の期首に当該株式分割がおこなわれたと仮定して１株当たり四半期純利益等を算出しております。 

修正の理由 

第２四半期累計連結業績予想につきましては、オリジナル商品販売は主力でありました「東京スカイツリー（R）

バンク 634」シリーズ等の売上が減少したことに伴い、期初の予想を下回る状況となっております。また、OEM 製

品販売においても、11 月度に納品を予定していたクリスマス及び年末商戦向けの主力シリーズ製品の売上計上が、

一部 12 月度以降にずれ込むこと及び一部製品の売上が予想を下回ることとなったため、第２四半期累計期間の売

上高全体では、期初の予想より概ね３億円程度減少する見込みであります。 

そのため、損益面においては、営業損失、経常損失及び四半期純損失とも損失幅が拡大する見込みであります。 

なお、個別業績予想の修正理由の内容も、連結業績予想と同様であります。 

通期の連結及び個別業績予想につきましては、第２四半期累計期間において、OEM 製品販売は、一部製品の売上

の減少、オリジナル商品販売においては主力の「東京スカイツリー（R）バンク 634」シリーズの売上の減少等が

ありましたが、第３及び第４四半期会計期間において、OEM 製品販売の主力シリーズ数種が期初に想定していた売

上高を上回る見込みとなるため、現時点での通期の業績予想は、計画どおりに推移する見込みであります。 

したがいまして、通期における連結及び個別の業績予想につきましては、平成 24 年７月５日に公表した数値か

ら変更はありません。 

以 上 
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